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NY マーケットレポート（2017 年 12 月 19 日） 
 
NY 市場では、序盤に発表された米住宅着工件数が 2 ヵ月連続の増加となり、2016 年 10 月以来の高水準となったことを好

感し、ドルは主要通貨に対して堅調な動きとなった。また、米税制改革法案が週内にも成立するとの期待感や、米国債利

回りの上昇を受けて、ドル買い・円売りが優勢となった。また、円が主要通貨に対して下落したことから、クロス円も堅

調な動きとなった。ただ、買い一巡後は、利益確定の動きも入り、上値の重い動きとなった。なお、終盤に下院で税制改

革法案が可決されたとの報道があったが、反応は限定的だった。 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 要人発言 ≫ 

カシュカリ・ミネアポリス連銀総裁 

 

・「米インフレ率、3月の FOMC 以来低下した」 

・「インフレ率が低く下落しているのに利上げの理由ない」 

・「株式市場抑制で利上げすれば､大きな犠牲伴う可能性」 

 

21：45 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「段階的で辛抱強い金融緩和の解消見込む」 

・「自らのドット、2018 年の 3回利上げを示唆」 

・「自らの 18-19 年成長予測やや引き上げ､税制改革で」 

・「米雇用の伸びは減速へ、完全雇用到達で」 

・「利回り曲線のフラット化、一定の懸念を共有」 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月米住宅着工件数 129.7 万件（予想 125.0 万件・前回 125.6 万件） 

前回発表の 129.0 万件から 125.6 万件に修正 

 

11 月米住宅着工件数（前月比） 3.3％（予想 -3.3%・前回 8.4%） 

前回発表の 13.7％から 8.4％に修正 

 

11 月米建設許可件数 129.8 万件（予想 127.0 万件・前回 131.6 万件） 

前回発表の 129.7 万件から 131.6 万件に修正 

 

11 月米建設許可件数（前月比） -1.4％（予想 -3.5%・前回 7.4%） 

前回発表の 5.9％から 7.4％に修正 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

11 月米住宅着工件数は、2 ヵ月連続の増加となり、2016 年 10 月以来の高水準となった。引き続きハリケーンの被害が大きかった南部

の復興需要に加え、西部が増加したことも押し上げ要因となった。一戸建て住宅が 93.0 万件（前月 88.3 万件）と伸びたものの、集合

住宅は 36.7 万件（37.3 万件）と前月から低下した。一方、住宅着工件数の先行指標となる建設許可件数も市場予想を上回る結果とな

ったが、前回結果（上方修正）からは低下した。一戸建て住宅は 86.2 万件（前月 85.0 万件）と伸びたものの、集合住宅は 43.3 万件（46.6

万件）と低下した。 

 

経済指標データ 

≪米住宅着工･許可件数≫ 

         11 月・・ 10 月・・ 9 月・・ 8 月・・ 7 月 

住宅着工件数・・・129.7・・125.6・・115.9・・117.2・・118.5 

一戸建て住宅・・・ 93.0・・ 88.3・・ 83.2・・ 87.1・・ 84.1 

集合住宅・・・・・ 36.7・・ 37.3・・ 32.7・・ 30.1・・ 34.4 

 

許可件数・・・・・129.8・・131.6・・122.5・・127.2・・123.0 

一戸建て住宅・・・ 86.2・・ 85.0・・ 82.3・・ 80.0・・ 81.2 

集合住宅・・・・・ 43.3・・ 46.6・・ 40.2・・ 47.2・・ 41.8 

 

前月比（％） 

住宅着工・・・・・・ 3.3・・ 8.4・・ -1.1・・-1.1・・ -2.6 

住宅建設許可・・・・-1.4・・ 7.4・・ -3.7・・ 3.4・・ -3.5 
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22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3Q 米経常収支 -1006 億 USD（予想 -1164 億 USD・前回 -1244 億 USD） 

前回発表の-1231 億 USD から-1244 億 USD に修正 

 

 
出所：Bloomberg 

 

2017 年 7-9 月期の米経常収支の赤字額は、前期比-19.2％の 1005 億 6600 万ドル（約 11 兆 3000 億円）となり、2014 年 7-9 月期以来 3

年ぶりの少ない水準となった。経常赤字の GDP に占める比率は 2.1％で、前期から 0.5 ポイント低下した。モノとサービスを合わせた

赤字額は-5.2％の 1343 億 5800 万ドルとなった。 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。米税制改革法案の議会採決を見極めたいとの様子見気分が強く、前日終値を挟んだもみ合

いの動きとなった。英 FT100 は、序盤から小動きながら堅調な動きが続き、小幅高となった。一方、独 DAX は利益確定売りに押され、

反落となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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4：30 

米下院、税制改革法案を可決。 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 1.30 ドル安の 1オンス＝1264.20 ドルで取引を終了した。 

 

ＮＹ金は、11 月の米住宅着工件数の増加を受けて米長期金利が上昇したため、売りが優勢となった。ただ、ドルがユーロなどに対して

下落したことから、ドルの代替資産とされる金を買う動きが下支え要因となった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.30 ドル高の 1バレル＝57.46 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、北海油田のパイプラインの稼働停止による供給不安が続いているほか、米石油統計で原油在庫の減少が見込まれることも下

支え要因となった。1月渡しの取引は本日で終了。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、序盤堅調な動きが見られたものの、前日に主要株価が軒並み過去最高値を更新する動きとなったことで、高値警戒感に

よる利益確定売りが優勢となった。ダウ平均株価は、序盤堅調な動きが見られたものの、その後は下落に転じ、終盤まで上値の重い動

きが続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米住宅関連の経済指標が良好な結果となったことや、米税制改革法案が週内にも成立するとの期待

感を背景に、ドル買いが優勢となった。また、米国債利回りが大きく上昇したことから、円売り・ドル買いが優勢となった。そして、

円売りが優勢となったことから、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


